
授業プランシート（図工）令和７年２月 22日（土）10時 15分～11時 00分

題材名「漂流物や海ゴミを変身させよう」 第１学年  授業者：

１ 本時のねらい

阿波連ビーチに流れつく漂流物を使って、生活の

中で活用できる道具に生まれ変わる作品づくりを楽

しむ。
⇒

漂流物を採取していく活動を通して、環境問題

への関心を高め、漂流物の形や色などを見なが

ら想像を広げることができる。

評価方法：観察、作品

２ 題材観

児童たちは、SDGsの学習の一環で、地域の方から海ゴミを身近なものに生まれ変わる物作り（アップサ

イクル）を教えて頂き、実際に物作り体験をした。この経験を通して、海に流れ着く漂流物や海ゴミは「不

必要なもの」ではなく、生まれ変わることができる「材料」として活かされることを学んだ。その後、今度

は自分たちができるアップサイクルがあるのではないかと考えながらビーチクリーンを行った。すると、海

ゴミの色や形、素材などを生かした様々なアイディアが出てきた。これらのアイディアを生かして、自分達

で拾ってきた海ごみを他の物へとデザインしたり作成したりする過程を楽しみながら造形遊びの活動を行

う。

３ 児童観

本学級の児童は、１年を通して SDGs について学習してきた。特に渡嘉敷島の森や海などの自然は児童

にとっても身近で親しみがあり関心が高い。また、月に一度、学校行事でビーチクリーンや地域集落の清掃

活動を行っていることから、ビーチにどんなゴミが落ちているのか、どんな漂流物が流れ着いてくるのかよ

く知っている。本学習の作品づくりを通して、今後も島で生活する児童らが、環境問題やゴミ問題などと向

き合い、自ら何ができるか考えて想像を広げていく力を育てていきたい。

３ ESDの視点に立った学習指導で身に付けたい力

① 【未来像を予測して計画を立てる力】プラスチックゴミの色、形や大きさをみながら紙粘土に貼り
付けるデザインを計画する。

② 【多面的・総合的に考える力】ビーチに流れ着く漂流物やゴミが、どんな生活に必要なものに生ま
れ変わるか考える。

４ 本単元で関係する SDGs

目標 11「住み続けられるまちづくりを」
目標 12「つくる責任 つかう責任」
目標 14「海の豊かさを守ろう」

５ 本時の展開

① 今日の流れを説明する。
② 材料の確認と安全確認を行う。
③ おうちの方と一緒に活動を行うことを確認する。
④ 自分で考えたデザインを見ながら、材料と紙粘土を合わせて作り上げていく。
⑤ 形ができたら、どんな色を塗ろうか考える。

６ 板書レイアウト 等（板書写真も可）

○め海ゴミや漂流物を変身させよう
       〇つかうもの

                        ざいりょう、かみねんど、ねんどばん

                       

海ごみや漂流物

の写真①

海ごみや漂流物

の写真①


